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A
’
　
I
I
O
I
七
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
専
修
講
義
題
目

芦

名
定
道
教
授

　
　

系
共
通
講
義
‥
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
講
義
A
・
B
」

　
　

特
殊
講
義
‥
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
宗
教
哲
学
②
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
解
放
の
神
学
」
系
の
思
想
か
ら
、
㈲
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
科
学
技
術
と
キ
リ
ス
ト
教
」
系
か
ら
」

　
　

特
殊
講
義
A
・
B
，
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
入
門
‥
現
代
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

ト
教
思
想
史
－
新
約
聖
書
か
ら
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

ト
教
古
代
へ
（
前
期
）
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
宗
教
改
革
へ
（
後
期
）
」

　
　

演
p
m
：
　
r
日
本
・
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
‥
無
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
リ
ス
ト
教
の
系
譜
ω
1
南
原
繁
、
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
内
村
鑑
三
」

　
　

演
習
（
前
期
）
‥
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
基
礎
文
献
を
読
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
a
u
l
　
T
i
l
l
i
c
h
，
　
F
r
u
e
h
e
　
V
o
r
l
e
s
z
t
n
g
e
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
m
　
E
x
e
’
l
　
（
1
9
3
4
－
1
9
3
5
）
）

　
　

演
習
（
後
期
）
：
　
r
新
約
聖
書
と
そ
の
思
想
ー
パ
ウ
ロ
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
ー
⊥

　
　
演
習
‥
　
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
諸
問
題
」
（
大
学
院
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

研
究
発
表
）

　
　
講
読
‥
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
基
礎
文
献
を
読
む
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
『
生
き
る
勇
気
』
（
前
期
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
i
e
t
e
r
　
T
．
　
H
e
s
s
e
l
　
a
n
d
　
R
o
s
e
m
a
r
y
　
R
a
d
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
o
r
d
　
R
u
e
t
h
e
r
　
（
e
d
s
．
）
，
　
C
h
r
i
S
t
i
a
n
i
t
y
　
a
n
d

　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
c
o
l
o
g
y
　
（
後
期
）
」

村

上

み

か
　
講
師
‥

　
　
特
殊
講
義
（
前
期
）
‥
「
宗
教
改
革
研
究
」

茂

　
牧
人
講
師

　
　
特
殊
講
義
（
集
E
－
）
　
：
r
否
定
神
学
と
く
形
而
上
学
の
克
服
V
ー
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
デ
ガ
ー
と
シ
ェ
リ
ン
グ
の
場
合
ー
⊥

河

崎
　

靖
　
講
師
（
後
期
）

　
　
演
習
‥
「
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
主
な
テ
キ
ス
ト
を
原
典
で
読
む
」

手

島
勲
矢
講
師

　
　
語
学
‥
「
古
典
ヘ
ブ
ラ
イ
語
初
級
・
中
級
文
法
」

B
．
二
〇
一
七
年
度
論
文
題
目
（
1
1
0
l
八
年
三
月
）

卒
業
論
文

　
　
坂
　
拓
磨
　
「
人
格
と
神
に
つ
い
て
－
ブ
ル
ン
ナ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　

い

と
し
て
の
真
理
』
か
ら
ー
⊥

九
九

『出
会



o
’
二
〇
一
七
年
度
研
究
発
表
会

　
第
十
八
回
研
究
発
表
会

　
1
1
0
1
七
年
七
月
一
五
日
（
土
）
、
京
都
大
学
文
学
部
・
第
七
講
義
室

　

ブ

ラ
ジ
ミ
ロ
ブ
・
イ
ボ
ウ
　
「
真
理
の
柱
と
基
礎
ー
P
・
フ
ロ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス

キ
イ
の
時
代
と
宗
教
思
想
を
め
ぐ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

⊥

　

竹

原

創

一　
「
ル
タ
ー
と
エ
ラ
ス
ム
ス
の
自
由
意
志
論
争
」

　
第
十
九
回
研
究
発
表
会

　
二
〇
一
七
年
一
二
月
九
日
（
土
）
、
京
都
大
学
総
合
研
究
2
号
館
・
第
八

講
義
室

第
一
部
゜
研
究
発
表

　

森

川
　
甫
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
『
共
観
福
音
書
註
解
』
ー
イ
レ
ナ
イ

　
　
　
　
　
　
　

オ

ス

と
聖
定
論
1
」

第
二
部
　
有
賀
鐵
太
郎
没
後
4
0
年
記
念

　

水

垣
　

渉
　
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
《
論
理
の
中
断
》
」

　

対
　
　
談
‥
有
賀
誠
一
×
勝
村
弘
也

　

全
体
討
論
‥
「
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
継
承
と
課
題
」

1
O
O



、

二
、

三
、

四
、

五
、

京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

吉
田
本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

に

置
く
。

本
会
は

基
督
教
学
研
究
の

進
展
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

（
こ

研
究
集
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

（
二
）
学
会
誌
『
基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

（四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

に

賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

a
）
1
般
会
員

（
二
）
学
生
会
員
　
大
学
院
学
生
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
。

（
三
）
会
友
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
で
、
研
究
集
会
で
の
発

　
　

表
の

機
会
と
学
会
誌
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

会
友
希
望
者
は
、
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
会
友
と
な
る
こ
と
が

　
　

で
き
る
。
二
年
以
上
会
友
で
あ
っ
た
者
で
、
会
員
に
な
る
こ
と

　
　

を
希
望
す
る
者
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
に
よ
り
委
員
会
の
議
を

　
　

経
て
、
総
会
で
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

六
、

七
、

八
、

に
充
て
る
。

会
費
と
し
て
、
会
員
は
年
五
千
円
、
会
友
は
年
三
千
円
を
納
め
る
も

の
と
す
る
。

本
会
の
運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

（1）
代
表
者

（
一名
）

（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

（11D
監
　
事
（
一
名
）

本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

項
を
協
議
す
る
。

本
規
約
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　附
本則
規
約
は

九
九
八
年
士

万
施
行

運
営
委
員
会

　
　
代
表
者
‥
宮
庄
哲
夫

　
　
委
　
員
‥
片
柳
榮
一
、
勝
村
弘
也
、

　
　
　
　
　
　
岩
城
　
聰
、
岩
野
祐
介

　
　
監
事
‥
笠
井
恵
二

110
0
八
年
七
月
改
訂
。

芦
名
定
道
、
武
藤
慎
一
、

1
0
1



10
二

執

筆

老

『基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

金

子

晴

勇

岡
山
大
学
名
誉
教
授

小

柳

敦

史

北
海
学
園
大
学
准
教
授

岩
　
野
　
祐
　
介
　
関
西
学
院
大
学
教
授

渡

邊

蘭
子
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

ブ
ラ
ジ

ミ
ロ
ブ
・
イ
ボ
ウ
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

、　　　　　、

三
、

四
、

五
、

六
、

寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

時
期
は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。

寄
稿
原
稿
は
、
論
文
に
つ
い
て
u
四
o
o
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
～
五

o
枚

（註
・
図
表
な
ど
を
含
む
）
相
当
、
研
究
に
つ
い
て
は
三
o
枚

相
当
と
す
る
。

寄
稿
原
稿
の
執
筆
細
目
お
よ
び
査
読
審
査
規
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

原
稿
執
筆
要
項
等
の
内
規
に
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

寄
稿
原
稿
に
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
欧
文
氏
名
を
付
記
す
る

こ
と
。

原
稿
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
執
筆
者
に
は
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

（本
規
定
は
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
）



第
三
十
七
号
編
集
実
務
委
員
会

宮
　
庄
　
哲
　
夫

片

　
柳
　
榮

一

勝

　
村
　
弘
　
也

芦

　
名
　
定
　
道

武

　
藤
　
慎

岩

　
城

1聰

岩

　
野
　
祐
　
介

○〇

八八
年年

月月

十十

日日
発印
行刷

発
行
者

発
行
人

発
売
元

印
刷
所

定
価
一
五
〇
〇
円

京
都
大
学
基
督
教
学
会

京

都

市

左

京

区
吉
田
本
町

京

都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

キ

リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

宮
　
庄
　
哲
　
夫

㈱

　
一
麦
出
版
社

札
幌
市
南
区

北
ノ
沢
3
丁
目
4
－
1

㈱

ア
イ
ワ
ー
ド

本
誌
の
御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

ta

O
1
O
三
〇
ー
五
－
七
二
〇
七
）
へ
、
定
価
1

五
O
O
円
（
送
料
当
方
負
担
）
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
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